
142　被　服

B 101

〔日本家政学会

たん白質汚㈹の沈侍r-~問す石研凛

　　一一血永仁ん印質溥れの作池I;'ﾌいてｰ
　　　　　　　金仄大赦:有　o所尿チ　　万策今茜生命ﾔﾄﾞr　堵川　隻

　0的　血武男れii布-=･で■ li. ヘモグロビン, is.湧アjレフリン. 剱鴻グロブ）ン, 潮維朱

屎/など0) f:んりヌも｀よびそバ犀､V ご'(7)f: ん回溥*・よひ･で<9 化バり罰艮の芦^｀しrヽ仏m rv}a L c レ･り･ ？堺ぐ Iり タ'バし八

介の凍なる公取本場汚来布古用いで- け来練9 寥庫玖置レ～｡のりヤ乾鳥処ft a^'～μ

≒　ク～汐-k-) などの$.性残理や付湊i お･f=妁奥珊条什など下, /乱佃噴乃卜のべへ。琳

肝陳,こ及ぼ孝影玲i調心布二付% レμ紅痕μんり彭^t＼.a) ttボにロリ枝討しre.

　方法　外i^直後,り牛血戒に通気前処辨左施しt . 釦夜，蹴絨厚釆血表，恒靖おヽよびぶ寒

紅どの戌分の爽ない^^爪き調ぢして，浸浅喊I- iソ柳恥号釆仰t m製にこ■ 沈馬印庫

薇心繊i)ｱ］・{ Wしμ。ふ, 遡り速度ク～／sv 伊・左%'ｷ条什ｔしてぶいなバし行

よ,釘こん凶質巧沁は，既報吋

　μ果　成令ヽにﾓ呑ナリk 哭があいt ﾉかu｀りうず, μん沁質汚れの水への落解叫ま，虹俵

と脱繊維季?東布間もヽこび血靖と虹葉片輦布μ^ それり^･夭通しμ禰向が認めシれ卜へ乙

ｸ）＼i｀Vや虹禰μ々政質なビ｛所兪妁･; 舎か弧涙吋れI; 比しﾏﾍ紅矯バりま膏燧咋/f を受

･ﾅやす心.水A ，澪肝体ド薦い.未t ftパ衆繋て｡は，rべ臼質竹ft の排羞号わ^おこ什，

x珠太'i [淮辨そ) 。%しヽり彰。や残嘔そ。槽し力り<))■ '■yilX，いず沁の埓むの遇合V孝謳作

汚れtいい刻ｽﾞが認カシれい一札溥んり付% 'A 川? > 々ヽり受作処麗ぢ施レ霖乃琴原

ヤ永吏似付殊搾-I- 八島莱恚冲色おバ

佩ｸずい

B 102 ク
ー
ー

口
第
ク
ぐ

シ
討 'ラフ-1 －r-よるタンパク質と脂質との涙冷ヽよ

報）

ごれの沈浄性の検

　　　　　　　　　　　　　1ﾖ本ir大参政　o 塩'曰孝3･　甲西黙子

目的：賎維に対する汚染源として油脂よこ■ 礼　タンノワよご永庫裡の場/恥り検討（? すt下

ヵヽりいi＼てい心おヽ脂質いンA仰質との混合よ二･ へ(--関する舛丸μhiリ々ごれて

ぃいヽ。A :で≒嫉維川-^考し副ぼリンA" フ質の｛昆冷よごネリＵ卜際iてそれそり

四よ｝な平動を示J Vヽヽ！なわ多両為泰の胱艇ヵ・、脊賎分単御r^存互にいる場鼻ヒわ･

リうに^ごくりヽ、それ叫s.いr彷関係なのに肝明了る八めの樹袖行・μ･

孝法インノリ質いて胤脂粉乳■ r縁りT左傾除限ヽト四りｔライトヽユレステ

ロ- ;レヽスクワレン．市販レシチン等を用いに　これらの脂勣-lクロロホル４・メタノー

ル２：ド肺ヽ和い丿刈碍I ＼:後肌脂刑しの水享かぺ合してｙニケづて'iト- r^分

奮衣１調雅しか．膏昨今脂賛I かタンノリ質､J肘し乃栄利栖時の同凛戻り抒ヒし

八･ン分散冰下柿試　i 浸漢レ紋ｿ半夕煙いて胡佩[ r岬冰奇%種々の条件"J･洸帰t･

μ．各試什のタンノリ

;

に守ズリレターノレう去r^よるナッ素・ヽ東凍で、脂質μクロロホルペ・

メりつレ必衣・徊ljな康をエーバタレートI 穴後/ ndr-季肝しそ川ノ£フロマトロッド｀上

Tをヘキサン･ エヤレエーテル■ 孵岐系r鼎朔しヽイアドロ入^rントよリ衆院ヽ衆量を

Pトμ．沈孝前後のケッ系量、各脂質量ヵヽら各献對の浹汗効令９

郎果り僧官おぷtrタンパク剪μいずれも半独の場合より七

質別ト凡るしタンパク質の肩葬|りヽヵヽおらア紅離顛肪酸*- も-,ヒも高< .リン脂質oリ

いこも低い浪冲性を示しンり場合(3タンノリ質存灘り影響P-少ない．これい対レ他引h

影-iこ八りの脂気よ') タンパク凰恥辱・)塾秀叫


